
記
載
金
高
三
万
匹
以
下
の
も
の

-
-十
P

リ
カ
と
さ
え
ミ
メ
元
を
ま
し

こ

く
!
℃
宅
I
-

7
【
｣

蕁

6

‐
同

乍
--･十
万
円
以
下
の
も
の
く

六
十
円
。

-

遠
く
な
っ
た
b

祝
賀
バ
ー
テ
ー

(式
の
終
了
後
)

-ふ

も1
尽
き
さ
き
三
メ
ゼ

.
ん

な
こ
さ
‐

行
政
書
士
法
制
定
十
五
周
年

0

祝

辞

○

記
念
大
会
宣
言
･
決
議

○

記
念
式
典
経
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報
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輝
く
表
彰
受
賞
者
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②
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0
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0
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本
日
こ
こ
に
行
政
書
士
法
施
行
十
五
周
年
を
記
念
し
て
式
典
を
挙
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
ひ
と
こ
と
お
祝
い
の
こ
と
"

ぱ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
に
時
代
の
要
請
に
よ
り
住
民
の
利
益
保
護
と
正
当
な
る
行
政
書
士
の
業
務
保
障
を
目
的
と
す
る
行

政
書
士
法
が
公
布
制
定
さ
れ
行
政
書
士
制
度
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
各
行
政
機
関
の
能
率
的
事
務
処
理
に

あ
た
っ
て
行
政
書
士
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
P

報

殊
に
近
年
に
至
り
ま
し
て
は
社
会
事
情
の
複
雑
化
に
伴
い
ま
し
て
~
い
わ
ゆ
る
窓
。
行
政
事
務
が
繁
雑
多
岐
に
亘

会

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
こ
と
は
住
民
の
利
便
の
た
め
に
憂
慮
に
耐
え
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
行
政
の
執
務
機
関
に

土

あ
り
ま
す
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
時
代
に
即
応
し
た
事
務
改
善
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
行
政
事
務
の
簡
素
化
能

書
【
率
化
に
務
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
o

政

し
か
し
な
が
ら
絶
え
ず
進
展
す
る
行
政
に
あ
っ
て
一般
住
民
の
不
馴
れ
か
ら
生
ず
る
困
惑
等
も
予
想
さ
れ
る
と
こ

行
け

る
で
あ
り
ま
す
の
で
行
政
書
士
の
皆
さ
ん
が
-
般
住
民
の
良
き
助
言
%#“
、
縊補
助
者
と
し
て
そ
の
果
し
て
い
る
役
割
は

道

極
め
て
重
要
な
も
の
が
あ
る
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
o

海
~

行
政
書
士
は
各
種
書
土
業
の
中
核
的
な
存
在
で
あ
り
ま
し
て
、
九
十
余
年
に
も
及
ぶ
歴
史
を
有
す
る
こ
と
を
も
考

ヒ

え
併
せ
る
と
き
行
政
書
士
の
業
務
が
い
か
に
住
民
の
日
常
生
活
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
か
を

知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

行
政
書
士
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
昭
和
三
十
五
年
に

は
行
政
書
士
会
の
組
織
統
一
と
、一協
力
融
和
の
必
要
性
か
ら
行
政
書
士
法
の
一部
改
正
が
行
な
わ
れ
、
更
に
は
行
政

書
士
の
品
位
の
維
持
と
業
務
の
改
善
進
歩
が
図
ら
れ
て
行
政
書
士
が
十
分
に
そ
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

日

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

･

旧

･
今
日
の
こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
あ
た
り
更
め
て
行
政
書
士
の
お
か
れ
て
い
る
社
会
的
立
場
を
再
認
識
さ
れ
ま
し
て

年5

相
協
力
し
研
鑽
に
努
め
ら
れ
文
字
通
り
“公
正
に
し
て
親
切
丁
寧
且
つ
誠
実
#
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
業
務
に
精
励
さ

ま

よ
う
心
＼
ら

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　　　　
　　

　　　
　　
　　　　　
　
　
　　
　　

　　
　　
　　　　　　　　　
　

で

火
に
与
え
ら
れ

の
Y
数
六
共
同
の
場
合
も
個
人
名
で
処
理
せ
-ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
o
･

看
板
に
つ
い
て
は
｢
一規
定
の
も
の
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
ま
た
任
意
の
名
称
を
用
い
た
看
板
掲
示
も
別
段

違
法
で
は
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
こ
れ
を
規
定
の
看
板
に
替

え
る
こ
と
ば
出
来
な
い
こ
と
。

会
社
と
特
殊
方
法
で
書
士
の
業
務
を
す
る
こ
と
は
違
法
で

は
な
い
と
思
う
こ
と
o

④

行
政
書
士
制
度
の
存
廃
に
つ
い
て

連
合
会
長
は
説
明
を
求
め
ら
れ

臨
時
行
政
調
査
会
答
申
の
件
で
行
政
書
士
制
度
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
連
合
会
と
し
て
は
行
政
書
士
の
必
要
性
を

強
調
し
て
い
る
こ
と
。
教
育
の
進
展
に
よ
り
代
行
業
制
度
を

廃
止
し
て
自
由
業
に
し
た
方
が
良
い
と
の
強
力
な
意
見
も
あ

る
こ
と
。

,

社
会
の
進
展
に
遅
れ
な
い
よ
う
業
務
能
力
の
向
上
に
努
め

一
致
協
力
、
組
織
の
強
化
に
邁
進
し
た
い
。

そ
し
て
更
に

裁
判
跡
、検
察
庁
、法
務
局
等
へ
提
出
す
る
書
類
作
の
成
ば

司
法
書
士
法
違
反
に
な
る
の
で
会
員
は
遠
慮
し
て
ほ
し
い
。

安
全
協
会
や
陸
運
協
会
、
食
品
衛
生
協
会
等
の
行
政
書
士
業

務
代
行
は
明
ら
か
に
違
反
で
あ
る
。
資
格
者
は
積
極
的
に
業

務
を
吸
収
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

と
助
言
を
与
え
ら
れ
た
。

　　　
　　

　
　

　　

会
の
運
営
業
務
の
在
り
方

①

嘱
託
の
と
き
料
金
が
下
廻
る
の
で
は

　　
　
　
　
　

こ
の
懸
念
に
対
し
連
合
会
長
は
!
法

嘱
託
と
い
う
こ
と
ば
使
用
火
で
は
な
い
。

年

金
U【I
J偽
-昭
和
四
十
年
汁
明
世
に旧
杵驫榔汁
門孵

6

会

場

札
幌
市
･
北
海
道
自
治
会
館
五
階
ホ
ー
ル
-

　　

　

1

出
席
会
員
七
八
名

(会
員
支
部
別
出
席
数
)

札
幌
三
一
、
函
館
四
、
小
樽
四
、
空
知
一
四
、
旭
川
八
、
留

萠
二
、
網
走
三
、
室
蘭
三
、
日
高
五
、
十
勝
三
、
釧
路
一
‐ゞ

来
賓

北
海
道
総
務
部
地
方
課
小
野
主
事
殿

軸
"
‘

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
清
丸
会
長
殿

会

開

会

午
前
土

時
一
同
着
席

開
会
の
辞

十
一

司
会
者

佐
藤
副
会
長
開
会
を
宣
す

書

会
長
挨
拶

政

渡
辺
会
長
の
挨
拶
の
大
要

一行
“

全
会
員
参
集
の
機
会
を
与
え
よ
と
い
う
予
て
か
ら
の
要
望
に

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

海
~
今
後
の
会
運
営
に
反
映
し
て
行
き
た
い
o

北

議
長
挨
拶

森
口
松
太
郎
氏
推
さ
れ
て
大
会
議
長
の
席
に
つ
き
大
要
次
の

就
任
挨
拶
。

人
は
十
五
と
い
え
ば
音
は
元
服
、
今
は
中
学
生
で
発
育
盛
り

で
あ
る
こ
と
、
行
政
書
士
も
十
五
の
年
を
迎
え
て
愈
々
進
展
す

べ
き
と
き
で
あ
る
こ
と
、
記
念
大
会
に
当
り
会
ま
た
業
界
発
展

の
た
め
真
剣
な
討
議
を
願
い
た
い
。

大
会
宣
言

別

別
項
掲
載
の
大
会
宣
言
文
を
喜
多
十
勝
支
部
長
朗
読
>
会
場

鱗
の
隅
々
ま
で
も
と
お
る
氏
の
力
強
い
朗
読
に
万
場
の
牽

か
湧

(

い
た
。
討

議

司
会
者
は
来
賓
を
紹
介
し
た
後
討
議
内
容
三
項
に
つ
い
て
説

明
し
討
議
に
入
る
。

1

行
政
書
士
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

①

行
政
書
士
の
中
に
代
行
社
等
の
看
板
を
掲
示
し
て
い
る
者

が
あ
る
が
そ
の
可
否
。

②

行
政
書
士
の
資
格
で
法
人
組
織
は
出
来
な
い
と
思
う
が
そ

の
能
否
。

③

会
社
と
個
人
の
契
約
に
よ
っ
て
行
政
書
士
業
務
を
行
な
う
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る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
料
金
は
規
定
通
り
貰
う
べ

き
で
あ
る
。

ま
た

②

特
定
の
団
体
と
契
約
す
る
こ
と
は
不
当
誘
致
に
な
ら
な

い
か
。

こ
の
質
問
に
対
し

違
反
だ
違
反
だ
と
い
い
な
が
ら
自
分
で
業
務
を
行
な
っ
て

い
な
い
現
況
を
打
破
す
べ
き
で
な
い
か
。
現
段
階
に
於
け
る

処
理
と
し
て
嘱
託
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

と
説
明
を
与
え
ら
れ
、
渡
辺
会
長
も
同
感
の
意
を
表
明
せ

ら
れ
た
。

③

そ
の
他
、
業
務
研
修
に
関
す
る
有
効
な
方
法
に
つ
い
て

の
進
言
、
会
員
の
指
導
や
行
政
書
士
制
度
廃
止
に
対
す
る
反

“宣

言

9 6 5年= 月25日北 海 道 行 政 書 士 会 報

行
政
書
士
法
が
施
行
せ
ら
れ
て
姦
に
十
五
周
年
、

そ
の
間
文
化
は
日
に
月
に
進
歩
発
展
を
続
け
、
こ
れ

に
伴
い
社
会
生
活
並
び
に
各
個
の
人
間
関
係
は
複
雑

多
岐
を
極
め
つ
つ
あ
る
。

か
か
る
現
時
の
世
態
に
処
し
て
、
各
種
の
法
制
に

基
づ
き
、
こ
れ
を
整
理
し
、
一
般
大
衆
の
権
利
義
務

の
保
全
及
び
履
行
等
の
行
為
を
代
行
す
べ
き
職
に
任

ず
る
行
政
書
士
の
責
任
は
誠
に
重
大
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
す
る
。

こ
の
時
に
当
り
、
我
等
は
行
政
書
士
法
の
趣
旨
を

体
し
、
一
段
と
業
務
執
行
上
に
漆
け
る
知
識
技
能
を

錬
磨
修
得
す
る
と
と
も
に
、
行
政
書
士
の
職
責
を
自

覚
し
、
品
位
の
保
持
向
上
に
努
め
、
一
般
江
湖
の
附

託
に
応
え
ん
こ
と
を
誓
う
。

右
宣
告
す
る

昭
和
四
十
年
十
月
十
三
日

行
政
書
士
法
制
定
十
五
周
年
記
念

北
海
道
行
政
書
士
会
大
会

対
運
動
等
に
つ
い
て
の
要
望
等
が
あ
っ
た
。

3

法
令
関
係
に
つ
い
て

①

嘱
託
制
度
に
つ
い
て
現
在
及
び
将
来
の
在
り
方
に
つ
い

て
質
疑
応
答
あ
り
、
次
い
で

②

連
合
会
に
対
す
る
要
望
書
作
成
に
つ
い
て
提
言
が
あ

り
、右
作
成
委
員
に
議
長
よ
り
左
記
五
氏
が
指
名
さ
れ
た
。

中
野
(空
知
)
中
林
(旭
川
)
野
崎
(札
幌
)

佐
々
木
(十
勝
)
永
沼
(旭
川
)

③

そ
の
他
業
域
の
問
題
に
つ
い
て
類
似
業
者
と
の
ト

ッ
プ

会
談
の
要
望
、
不
動
産
登
記
簿
謄
抄
本
の
交
付
申
請
書
作
成

に
つ
い
て
の
疑
義
等
に
つ
い
て
“質
疑
応
答
が
あ
っ
た
り

決

議

一
、
我
等
は
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
実
施
に
対
し

絶
対
反
対
の
音
里
心を
表
明
し
こ
れ
が
排
撃
を
期
す

一
、
我
等
は
職
責
の
重
大
な
る
を
自
覚
し
業
務
の
改

善
刷
新
を
図
り
敏
速
正
確
懇
切
に
事
件
を
処
理
せ

ん
こ
と
を
期
す

一
、
我
等
は
法
の
秩
序
と
生
活
権
擁
護
の
た
め
会
員

の
団
結
を
強
固
に
し
本
会
の
組
織
を
通
じ
て
非
行

政
書
士
の
防
止
を
期
す

右
決
議
す
る

昭
和
四
十
年
十
月
十
三
日

行
政
書
士
法
制
定
十
五
周
年
記
念

北
海
道
行
政
書
士
会
大
会

制
定

十
五
周
年
記
念
式
典

記
念
大
会
会
場
の
模
様
替
え
を
済
ま
し
、午
後
二
時
半
、来
賓

並
び
に
会
員
一
同
着
席
し
、
記
念
式
典
は
厳
か
に
進
行
し
た
。

輝
く
表
彰
受
賞
者
に
対
し
て
一
同
心
か
ら
拍
手
を
送
っ
て
祝

福
し
、
最
後
に
北
海
道
知
事
代
理
殿
の
音
頭
で
万
才
を
三
唱
、

午
後
五
時
過
ぎ
盛
会
裡
に
終
了
し
席
を
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
に
移
し

た
。一
開
会
宣
言

佐
藤
副
会
長

一

委
員
長
挨
拶

森
口
実
行
委
員
長

一
会
長
式
辞

渡
辺
会
長

一

経
過
報
告

･

藤
山
副
会
長
(別
項
)

一

表
彰
状
の
授
与

北
海
道
知
事
表
彰
(受
賞
者
別
項
)

連
合
会
会
長
表
彰
(

〃

)

大
会
決
議
並
び
に
連
合
会
に

対
す
る
要
望

別
項
記
載
の
決
議
文
を
喜
多
章
朝
氏
読
み
上
げ
、
全
員
拍
手

を
送
っ
て
こ
れ
を
採
択

次
い
で

連
合
会
に
対
す
る
要
望
書
(別
項
掲
載
)
を
成
沢
理
事
が
朗

読
し
こ
れ
を
採
択
。
こ
れ
ら
の
取
り
扱
い
は
執
行
部
に
一
任
と

な
っ
た
。

閉

会

森
口
議
長
か
ら
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
岸
川
副
会
長
閉
会
を

宣
ず
〔午
後
二
時
)

中
.

州す
こ
也
-と
を
トれ
るこ
ぐゞ
"

会

長

表ゞ

彰
^

"

来
賓
祝
辞

北
海
道
知
事
代
理
地
方
課
長

今
昭
一
殿

北
海
道
市
長
会
会
長
代
理

札
幌
市
秘
書
室
長

中
村
鹿
蔵
殿

札
幌
法
務
局
民
事
行
政
部
長

竹
原
国
見
殿

北
海
道
司
法
書
士
会
協
議
会
議
長

半
田

嵐
殿

"

土
地
家
屋
調
査
士
会
連
合
会
長

岸
屋
正
郎
殿

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
会
長

清
丸
顕
雄
殿

一

祝
電
披
露

目
黒
義
勝
(網
走
)
駛

田
口
千
代
治
(十
勝
)殿

松
田
森
蔵
(旭
川
)
殿

釧

路

支

部

敷

一

受
賞
者
代
表
謝
辞

喜
多
十
勝
支
部
長

一

万
才
三
唱

一.
開
会
の
群

森
ロ
実
行
委
員
長

ハゼ
げ
記
念
式
典
経
過
報
告

一

　　
　　

　

　

一
、
昭
和
三
十
九
年
度
支
部
長
会

ー
ー
記
念
式
典
実
施
を
希
望
ー
ー

第
四
回
定
時
総
会
後
、
ま
も
な
く
当
面
す
る
法
制
定
十
五
周

年
の
記
念
行
事
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
常
任
理
事
会
の
話
題
に

上
っ
た
。

昭
和
三
十
九
年
度
支
部
長
会

(巾
月
=
日
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
於
て
)
に
、
記
念
式
典
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
‐

る
、
経
費
の
許
す
限
り
実
施
す
べ
し
、
と
全
員
実
施
を
希
望
し
…

た
。

-

二
、
第
五
回
定
時
総
会

ー
ー
記
念
式
典
実
施
決
定
ー
ー

第
五
回
定
時
総
会

(昭
和
40
年
2
月
第
日
、
小
樽
市
朝
里
川
形

温
泉
に
於
て
)
に
、
議
案
｢記
念
行
事
実
施
の
件
｣
を
提
案
、

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
に
対
す
る

要

望

書

関
係
官
庁
に
対
し
行
政
書
士
制
度
を
周
知
徹
底
さ

せ
将
来
類
似
行
為
を
な
す
団
体
を
消
滅
さ
せ
る
よ
う

努
力
せ
ら
れ
た
い
。

昭
和
四
十
年
十
月
十
三
日

行
政
書
士
法
制
定
十
五
周
年
記
念

北
海
道
行
政
書
士
会
大
会
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『
全
員
異
議
な
く
、
一
切
を
支
部
長
会
に
一
任
と
な
っ
た
。

)

三
、
昭
和
四
十
年
度
支
部
長
会

　
　

　

　　

　　

ー
ー
記
念
式
典
特
別
委
員
会
設
嵩
ー
ー

第(
‐

昭
和
四
十
年
度
支
部
長
会
(3
月
20
日
辰
美
)
に
於
て
、
記

…揃

蓄
念
式
典
実
施
の
時
期
、
会
場
等
の
予
定
そ
の
他
行
事
に
つ
い
て

＼

『
協
議
し
、
実
行
委
員
会
を
特
設
す
る
こ
と
に
決
定
、
委
員
会
の

…

ミ
構
成
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
が
執
行
部
に
一任
o

十
四
、
第
四
回
常
任
理
事
会

~

-

実
行
委
員
会
の
構
成
蓬

-
‘

"

‐

第
四
回
常
任
理
事
会
(昭
和
40
年
4
月
舛
日
会
事
務
所
)
に

飜

於
て
、
実
行
委
員
会
の
名
称
を
｢行
政
書
士
法
制
定
十
五
周
年

ゞ

報
~
記
念
式
典
実
行
委
員
会
｣
と
し
、
委
員
会
は
会
の
役
員
及
び
支

会

′
部
長
を
以
て
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
o

士
、
五
、
第
五
回
常
任
理
事
会

　

　
　
　
　
　
　
　
　　
　

第
五
回
常
任
理
事
会

(7
月
16
日
会
事
務
所
)
で
表
彰
規
定

政
…
を
作
成
し
･
早
急
に
実
行
委
員
会
を
開
催
す
る
た
め
そ
の
準
備

行

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
o

道
…
六
、
第

一
回
実
行
委
員
会

海

狩

ー
ー訟
念
公
爵
簿
汰
定
AII

ヒ

初
回
実
行
委
員
会
を
8
月
5
日
産
業
会
館
に
於
て
開
催
し
、

記
念
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
表
彰
規
定
の
適
用
範
囲
、
実
行

予
算
等
に
つ
い
て
協
議
、
記
念
行
事
と
し
て
午
前
に
記
念
大

会
、
式
典
は
午
後
と
し
、
被
表
彰
者
の
選
考
は
執
行
部
に
一
任

七
、
部
｢

長

会
【

ー
-襟
表
鯵
蕎
菰
穹ー
1

日
[
2

8
月
28
日
会
事
務
所
に
於
て
表
彰
受
賞
者
二

六
名
の
会
員

胴

及
び
五
支
部
を
選
考
し
、
各
支
部
長
の
内
申
に
よ
っ
て
決
定
す

年

る
こ
と
と
し
た
。

第

八
、
第
二
回
実
行
委
員
会

ー

-
-
記
念
養
典
の
鼠
時
衾
観
決
定
ー
ー

北
海

　
　　

　

の砂

川
-

　　

　

害
/

多

｣
･井

上

　
　

　

′、
上
城
き
、

沢

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
会
長
表
彰

瑛

二

(常
任
理
事
)

国

武

梅
次
郎

(常
任
理
事
)

(

同

)

を
有

馬

範

治

(

同

)

才
関
･

根

克

治

^

同

〕

(第24号)

;乙
穢
し

路

雅

美
-

^

同

)

　　
　
　

　

　

　

む
せ

幸
之
助

隆

次

松
太
郎

章

明

(敵
国△
NB~〆
〕

(副
会
長
〕

(支
部
長
)

(支
部
長
)

九
、
第
三
回
契
衞
委
員
会

第
三
回
実
行
委
員
会

(9
月
29
日
労
農
会
館
)
に
於
て
記
念

大
会
並
び
に
記
念
式
典
等
の
係
担
当
役
員
を
決
定
し
、
会
場
の

自
治
会
館
五
階
ホ
i
ル
を
一
同
揃
っ
て
見
分
し
た
。

一
○
、
行
政
書
士
法
制
定
十
五
周
年
記
念
大
会
、
記
急
式
典

記
念
祝
賀
会
を
十
月
十
三
日
午
前
十
一
時
よ
り
開
催
し
た
。
状

典
そ
の
他
の
日
時
会
場
並
び
に
表
彰
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

H

m
月
13
日
午
前
m
時
記
念
大
会

(自
治
会
館
)

午
後
2
時
記
念
式
典
(

午
後
4
時
記
念
祝
賀
会
(

知
事
表
彰
六
名
、
連
合
会
会
長
表
彰
一
六
名
、
会
長
表

彰
一
九
九
名
と
五
支
部

) )

　
　
　　
　　

1

1
1

、

.
1
町

一▲

喘
･“““““

　
　
　　　

　

　　
　
　

　　　　
　　　

　　　　
　

　

　
　
　　　

　　

　　
　　　
　　　
　　　

1
1
1
-

、、
薄
奏
達
ミミ
ミミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
"
"
"
""
"ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミミミ
ミ
ミミ

ーtゞ
馨
ノ
テメ

目
ト

ーも

ごと

;
ノ

E
“｣

さ
れ

′｢

　

　

　　

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　　

　

　
　

ゞ
/

、S、S"""いま"{"ミミ
ミ"{"ASSミ"ミ、SS"̂"S
S
Sぷ
い◇ハト"
、い“""ミミS、いい｣""̂ミ"
い"へ&ミ
"いミ
ミ

Yミ

ミ

いいミ
ミ
ミ

ド
YNミ
ミ
い
ミ
ミ、、、、コミ
"
“ゞ
ミ
"
--
-｣ゞ

　
　　　
　
　
　
　

　

、
乃
今

村

立

“井

伊
レ
三
郎
円

村

竜
太
郎

慶

次

郎

(外
前
受
賞
者
6
名
)

会
長
表
彰

-
、
感

謝

状

(粥
名
)

(札
幌
支
部
)

‘
大

堀

俊

雄

(函
館
支
部
)

克

{長

山

外̂
前
受
賞
者
中
名
) (支

部
長
)

(支

部

長
)

(支

部

長
)

山

田

寿

夫

正

平

驫小

馬
関自

由
酬

將花子

墨小

旧
川

分
ハ

ム想

小̂
樽
支
部
)

′
清

水

光
五
郎

今

野

辰

己

!

佐

藤

定

夫

田

村

弘

㈱̂
▽)本
又

蔵
(外
前
受
賞
者
2
名
)

(空
知
支
部
)
省
※

勲

t
東

地

安

吉

/
樋

口

懐

松

藤

文

武

を
野
本
久

治

岩
崎

ボ
れ

(外
前
受
賞
者
2
名
)

　　
　
　

　
　

　

　

　

　

松

田

森

蔵

　　　　　
　

　

平

田

喜
久
丸

佐
々
木

修

偏
柊

　

　

　

　

　

(外
前
受
賞
者
ー
名
)

(留
萠
支
部
)

倹
騙
し
本

雄

一

　
　
　　
　

　

(宗
谷
支
部
)

＼
畠

中

輝

三

(網
走
支
部
)

k
等
杉
照

光

　
　

　

　

　

M
藤
‐非

情

与
し儀で
沢
武

雄

1近

藤

蜂

一

室̂
蘭
支
部
)

　　

　

｣仮
黙し
原
寮

広

!
添

田

竜

雄

　
　
　
　
　
　

(日
高
支
部
)

J
、
石

~本

則

善

(十
勝
支
部
)
ゞ

　
　

　

ん
迫
坂
正

　　
　
　
　
　

衛
▽
渡
弥
一郎

0(睫
兼

行
嬢

英

雄

正

己

ゆ“望
む
露字
髭
八Iな
総
て
L二
!ま
ず
導
き
*
岬

--!!＼総

身【
てr
ず
rれを
て話
芯
苅

/○
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毒
昌

樫

錦

吾

｣
新

谷

寅

次

　

　

第

(釧
路
波
部
〉

　
　
　
　

(根
室
支
部
)

-
爲

で本

福

治

ー
鈴

木

清

北 海 道 行 政 書 士 会 報

2
、
表

彰

状

(個
人
)

札
幌
支
部
(第
名
)

/

新

谷

参
四
郎

‘

上

野

節

ー
野
‘
崎

幸

/
鈴

木

　
　
　　

メ
白
も
坂

函
館
支
部
〔川
名
)

羽

野

美

[
井

村

房
次
郎

Jた
坂

田

仁
太
郎

-
大

村

伊
佐
吉

‘
岡

川

徳
一郎

小
櫃
支
部
(=
名
)

4
芳

賀

利

助

メ
福

井

信

一

(
石

川

昇 瀞

人
鱒
越

勝
典

野

崎

耕

平

!
上

野

充

宮

川

次

郎

‘
井

本

勝

雄

虎福

田

定

恒

次

男

肴
小
城

清

二

正

夫

/
尾

角

松

一

武

雄

･
佐

藤

喜

作

/
小

林

清
太
郎

水

(外
前
受
賞
者
=
名
)
水

野

茂

夫

中

川

長

作

後

藤

素

子

高

林

保

鈴

木

寿

吉

　

　

　

　

　　
　

　

　

木

村

米
次
郎

○

南

川

,小
四
郎

吉

川

ヤ

エ

岩

崎

雑

作

外

塚

英

二

但

野

方

吉

薩

立

0

米谷

口

杉

井 　

　

　

　　
　
　
　

沢

礼
次
郎

笹

田

磐

口

正

武

平

林

幸
乏
動

正

章
(他
前
受
賞
者
7
名
)

旭
川
支
部
(知
名
)

L
谷

口

浅

一

′平

;

亀

田

只

光

-ゑ観

藤

五
十
嵐

信

夫

｣
小

松

t
谷

本

時

次

･

′
大
野

荒

田

ム

メ

大

越

′
斎

藤

乕
-

次

ゾ

岡

本

J
川
真
田

忠
次
郎

井

筒

｣北

城

青

松

｣
-南

も
松

山

伊

八
(外
前
受
賞
者
3
名
)

,平

井

一

夫

武

正仁

清
右
衛
門充

重

雄

清

治

千
r
利

日
高
支
部

(4
名
)

!
佐

藤

キ

ク

蟻

!
蒲

田

佐
喜
智
(外
前
受
賞
者
ー
名
)

十
勝
支
部
(=
名
)

　　
　

　

r
福

･原

英

雄

メ
過
激

茂 ク

蟻

通

暁

三

城

!
高

橋

直

義

　
　　　　

　
　

〆

田

口

千
代
治

輔

/
武

田

ト
ヨ
子

t
岩
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が
あ
っ
た
り
、
学
齢
に
達
し
た
後
の
も
の
、
そ
の
他
法
務
局

の
指
示
を
得
る
必
要
の
あ
る
も
の
等
は
前
記
の
外
一
通
又
は

そ
れ
以
上
必
要
で
あ
る
。

回

名
に
使
用
す
る
文
字

当
用
漢
字
麦
の
漢
字
、
又
は
人
名
用
漢
字
別
表
の
漢
字
、

片
か
な
、
平
が
な

(変
体
が
な
を
除
く
)

の

父
母
と
の
続
柄

同
じ
父
母
の
嫡
出
子
に
つ
い
て
、
長
、
二
、
三
男

(女
)

が
定
め
ら
れ
る
後
妻
を
迎
え
た
場
合
に
は
先
妻
の
子
と
別
に

長
、
二
、
三
男

(女
)
と
定
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
長
男
が
二

人
居
り
長
女
が
二
人
居
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

○
こ
こ
で
届
出
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

戸
籍
の
届
出
に
使
用
す
る
用
紙
の
中
で
出
生
、婚
姻
、離
婚
、

死
亡
の
届
出
は
そ
の
様
式
が
戸
籍
法
で
定
め
ら
れ
て
居
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
届
出
に
は
、
こ
の
用
紙
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
こ
の
法
定
様
式
の
用
紙
は
全
国
の
市
町
村

役
場
に
備
え
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
法
定
様
式
と
よ
く
似
た
も
の
に
標
準
様
式
が
あ
る
。
こ

れ
は
法
務
省
民
事
局
長
の
通
達
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の

で
、
日
本
全
国
同
じ
届
出
に
は
同
じ
様
式
の
も
の
を
使
用
し
た

方
が
便
利
で
あ
る
の
で
、
そ
の
様
式
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
法
定
様
式
と
違
っ
て
こ
の
用
紙
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
従
来
の
縦
書
き
の
様
式
で
も

そ
の
要
件
を
具
備
し
て
居
れ
ば
よ
い
。

戸
籍
の
届
出
は
、
報
告
約
届
出
と
創
設
的
届
出
の
二
つ
に
分

類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
分
類
は
戸
籍
法
上
極
め
て
重
要

な
意
義
を
も
っ
て
居
り
、
戸
籍
事
務
を
取
扱
う
の
に
種
々
の
差

が
あ
る
の
で
、
次
に
そ
の
説
明
を
し
ま
す
。

報
告
的
届
出
は
出
生
届
や
死
亡
届
の
様
に
、
届
出
が
な
さ
れ

て
居
な
く
と
も
既
に
事
実
が
発
生
し
、
法
律
的
効
力
を
生
じ
て

居
る
も
の
を
戸
籍
の
整
理
の
た
め
に
届
出
を
す
る
も
の
で
あ

る
。
民
法
は
人
間
は
出
生
に
よ
っ
て
私
権
を
有
し
、
死
亡
に
よ

っ
て
そ
の
権
利
は
消
滅
す
る
と
規
定
し
て
居
り
ま
す
。
出
生
届

こ
の
場
合
は
遺
言
口執
行
者
が
、
そ
の
g顎
聴
の
E
カ
タ
-
-
(
i
'

内
に
遺
言口の
椿
本
を
添
付
一し
て
届
出
る
。

五
、
裁
判
に
よ
る
認
知

父
(又
は
母
)が
自
発
的
に
非
嫡
出
子
の
認
知
を
す
る
場
合
、

こ
れ
を
任
意
認
知
と
い
う
。

父

(又
は
母
)
が
自
発
的
な
認
知
を
行
な
わ
な
い
と
き
は
、

本
人
又
は
直
系
卑
属
、
若
し
く
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
法
定
代
理

人
か
ら
、
即
ち
認
知
さ
れ
る
方
の
側
か
ら
、
父

(又
は
母
)
に

対
し
て
認
知
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
父
又
は
母

が
認
知
し
な
い
で
死
亡
し
た
と
き
は
、
死
亡
後
三
年
以
内
に
認

知
の
訴
え
が
で
き
る
。
こ
の
裁
判
に
よ
る
認
知
を
強
制
認
知
と

い
う
。

‐Lで
あ
り
、
裁
判
認
知
は
裁
判

こ
の
≧
:

の
確
定
に
よ
っ
て
法
律
的
に
効
力
が
生
ず
る
の
で
報
告
的
届
出

で
あ
る
。

六
、
認
知
の
効
力

の

認
知
と
親
権

任
音
笏
聡知
は
そ
の
届
出
を
し
た
と
き
、
裁
判
認
知
は
そ
の
裁

判
が
確
定
し
た
と
き
に
、
そ
の
効
力
が
生
じ
、
親
子
関
係
が
で

き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
父
母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
は
認
知

と
同
時
に
父
母
共
同
親
権
に
な
る
が
、
そ
の
他
の
場
合
は
、
協

議
で
そ
の
親
権
者
を
父
と
定
め
た
場
合
に
限
り
、
父
が
行
使
す

る
か
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
認
知
し
て
も
直
ち
に
親
権
者
は
変

ら
な
い
。
②

認

知

と
氏

認
知
、
嫡
出
子
の
身
分
取
得
、
入
籍
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十

五
年
十
二
月
以
来
屡
々
取
扱
の
変
更
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の
取

り
扱
い
は
父
母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
は
、
認
知
届
の
そ
の
他

欄
に
、
準
正
子
と
な
る
も
の
が
父
母
の
戸
籍
に
入
籍
す
る
旨
、

又
婚
姻
、
分
籍
等
に
よ
り
既
に
筆
頭
者
と
な
っ
て
い
る
者
に
つ

い
て
も
、
認
知
届
の
そ
の
他
欄
に
筆
頭
者
の
氏
名
欄
を
更
正
さ

れ
た
い
旨
の
記
載
を
す
る
か
、
又
は
別
に
申
出
書
を
提
出
す
れ

七
頁
上
段

二
八
頁
の
次
に

(十
二
、
証
明
こ
っ

い
て
)
の
富
二
下
記

を
加
え
る

六
頁
中
段
六
行

九
、
戸
籍
法
に

つ
い
て

誤

し
か
し
受
付
の

日
は
日
宿
直
が

受
付
け
た
日
で

あ
る
。

九
･
戸
‘
い
て 正

ば
、
直
ち
に
父
母
の
戸
籍
に
入
り
、
又
は
既
に
筆
頭
者
と
な
つ
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出
前
で
あ
っ
て
も
人
間
と
し
て
の
権
利
を
持
ち
、
死
亡
届
出
前

で
も
死
亡
し
た
と
き
に
、
人
間
と
し
て
の
権
利
は
消
滅
し
て
終

っ
て
居
る
。

そ
れ
故
に
こ
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
届
出
義
務
者
及
び
届
出

期
間
を
設
け
て
届
出
を
強
制
し
て
居
り
、
万
一
法
定
期
間
内
に

届
出
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
過
料
の
制
裁
規
定
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
裁
判
上
の
調
停
成
立
、
審
判
、
判
決
等
を
得
て
す
る
届
出
も

報
告
的
届
出
で
あ
る
。
離
婚
、
養
子
離
縁
等
の
調
停
が
成
立

し
、
又
は
審
判
、
判
決
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
法

律
的
効
力
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

創
設
的
届
出
と
は
、
そ
の
届
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
届
出
の
対

象
で
あ
る
身
分
関
係
の
発
生
、
変
更
、
消
滅
の
効
力
を
生
ず
る

届
出
を
い
う
。
こ
の
届
出
は
身
分
関
係
の
変
動
を
き
た
ず
も
の

で
あ
る
か
ら
、
本
人
の
自
由
意
志
で
あ
っ
て
、
届
出
義
務
者
や

届
出
期
間
を
設
け
て
届
出
を
強
制
す
る
こ
と
は
な
い
。
認
知
、

縁
組
、
婚
姻
、
協
議
上
の
離
縁
、
離
婚
等
は
こ
の
中
に
入
る
。

裁
判
所
の
許
可
を
得
た
未
成
年
者
の
養
子
縁
組
、
氏
名
の
亦
更

等
も
裁
判
所
の
許
可
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
が
発
生

る
の
で
は
な
く
、
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
が
発

生
す
る
の
で
こ
の
中
に
入
る
。

こ
の
届
出
は
届
出
し
た
と
き
に
効
力
を
牛
ず
る
。
随
っ
て
婚

姻
届
を
書
い
て
役
場
に
出
し
て
も
ら
う
様
に
他
人
に
頬
ん
で
お

い
た
と
こ
ろ
が
、
頼
ま
れ
た
人
が
役
場
に
提
出
し
な
い
前
に
、

本
人
が
死
亡
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
死
亡
届
を
提
出
す
る
前
に

婚
姻
届
が
提
出
さ
れ
て
も
、
そ
の
婚
姻
は
無
効
で
あ
る
。
死
亡

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
死
亡
届
が
な
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の

人
の
法
律
行
為
を
す
る
一
切
の
権
利
は
な
く
な
っ
て
居
り
、
婚

姻
は
届
出
を
し
た
と
き
に
効
力
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

昔
か
ら
死
亡
届
は
日
曜
、
休
日
、
時
間
外
に
持
っ
て
来
る

が
、
婚
姻
届
は
、
新
婚
旅
行
が
終
っ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
持
っ
て

く
る
。
法
律
的
に
考
え
る
と
死
亡
届
は
葬
式
を
出
す
の
に
火
葬

許
可
証
を
間
に
あ
う
よ
う
に
貰
え
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
葬
式

　 の
日
の
午
前
中
で
充
分
間
に
合
う
筈
で
あ
る
。
婚
姻
届
こ
そ
は

最
近
の
よ
う
に
交
通
事
故
の
ひ
ん
発
す
る
と
き
に
例
え
時
間
が

迫
っ
て
い
て
も
新
婚
旅
行
に
出
発
す
る
前
に
提
出
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

認

知

認
知
と
は
、
或
る
者
が
或
る
子
の
父
又
は
母
で
あ
る
こ
と
を

承
認
す
る
単
独
行
為
で
あ
る
。
従
っ
て
戸
籍
法
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
っ
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
、
例
え
自
分
の
子
で
あ
る
と

承
認
し
て
も
、
法
律
的
に
認
知
の
効
力
が
な
く
、
親
子
の
関
係

は
生
じ
な
い
。

一
、
認
知
さ
れ
る
者

(被
認
知
者
)

の

父
に
認
知
さ
れ
る
子
は
、
必
ず
嫡
出
で
な
い
子
で
あ
る
。

②

死
亡
し
た
子
は
、
そ
の
者
に
直
系
卑
属

(子
)
が
あ
る
と

き
に
限
り
認
知
で
き
る
。

③

認
知
さ
れ
る
者
が
成
年
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
者

一

の
承
諾
が
必
要
で
あ
る
。
②
の
場
合
直
系
卑
届
が
成
年
者
で

0

あ
る
と
き
は
そ
の
者
の
承
諾
が
必
要
で
あ
る
。

一

二
、
認
知
す
る
者
(認
知
者
)

原
則
と
し
て
父
で
あ
る
。
親
子
関
係
の
う
ち
母
子
関
係
は
葉

児
等
の
場
合
を
除
き
、
通
常
分
娩
と
い
う
生
理
的
現
象
に
よ
っ

て
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
父
子
関
係
は
生
理
的
現
象
に

よ
っ
て
は
勿
論
、
現
代
の
科
学
を
以
て
し
て
も
容
易
に
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
父
母
婚
姻
中
で
な
い
子
、
即
ち
嫡
出

で
な
い
子
に
対
し
て
父
性
は
認
知
制
度
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
。親
子
関
係
不
存
在
の
裁
判
に
よ
っ
て
母
欄
が
消
除
さ
れ
た
と

き
な
ど
に
は
母
が
認
知
す
る
こ
と
も
あ
る
。

三
、
届
出
地

認
知
者
、
被
認
知
者
の
本
籍
地
又
は
届
出
人
の
所
在
地

四
、
遺
言
に
よ
る
認
知

認
知
は
本
人
自
ら
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
民
法
で
遺
言
に
よ
る
認
知
を
認
め
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
十
月
二
十
そ
日

北
海
道
行
政
書
士
会
会
長

渡

辺

腹

吉

殿

北
海
道
総
務
部
長

行
政
書
士
に
関
す
る
疑
義
に
つ
い
て

誤

正

六
頁
中
段
六
行

九
、
戸
籍
法
に
九
、
戸
i

む
つ

つ
い
て

い
て

七
頁
上
段

し
か
し
受
付
の

二
八
頁
の
次
に

日
は
日
宿
直
が

(十
二
｢
証
明
こ
つ

受
付
け
た
日
で

い
て
)
の
富
二
下
記

あ
る
。

を
加
え
る

昭
和
四
十
年
八
月
十
九
日
付
け
四
十
総
第
五
十
一
号
並
び
に

同
五
十
二
号
を
も
っ
て
、
お
問
い
合
せ
の
あ
っ
た
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
左
記
の
と
お
り
回
答
す
る
。

一
、
行
政
書
士
業
務
の
法
人
企
業
に
つ
い
て

甲
説
の
と
お
り

ノ

ニ
、
行
政
書
士
が
掲
示
す
る
表
札
･看
板
等
に
つ
い
て

行
政
書
士
法
施
行
規
則
(昭
和
二
十
六
年
総
理
府
令
第

4

五
号
)
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
表
札
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
規
格
に
つ
い
て
は
別
表
の
定
め
か
な
い
か

ら
、
常
識
を
逸
脱
し
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
差
し
支
え
な
い
も

の
と
解
す
る
。
又
任
意
の
名
称
又
は
屋
号
を
用
い
た
表
札
･

看
板
を
掲
げ
る
こ
と
も
、
別
段
違
法
で
は
な
い
が
こ
れ
を
前

述
の
｢規
則
に
定
め
る
表
示
｣
に
替
え
る
こ
と
は
出
来
な

い
。但

し
、
規
則
第
六
条
第
二
項
に
て
い
競
す
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
解
す
る
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
行
政
書
士
会
の
設
置
趣

旨
に
鑑
み
、
貴
会
に
お
い
て
も
、
良
識
に
従
っ
た
蓑
札
と
さ

れ
る
よ
う
に
御
指
導
を
願
い
た
い
。
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四
十
総
第
五
十
一
号

)

昭
和
四
十
年
八
月
十
九
日

愕

北
海
道
知
事

町
村
金
五
毀

傷

北
海
道
行
政
書
士
会

会
長

渡

辺

度

古

行
政
書
士
業
務
の
法
人

企
業
に
つ
い
て

(お
伺
い
)

標
記
の
件
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
は
行
政
書
士
法
第
二
条
の

報

規
定
に
よ
る
個
人
の
資
格
で
あ
り
、
同
法
第
一
条
に
規
定
さ
れ

会

た
業
務
を
行
な
う
に
は
、
別
記
中
説
、
乙
説
の
内
、
甲
説
が
正

士

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
な
お
疑
義
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
分
の

書

ご
教
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

政

別

記

甲

説

行

行
政
書
士
は
、
行
政
書
土
法
第
二
条
の
規
定
に
定
め
ら
れ
た

道

個
人
の
資
格
で
あ
る
か
ら
、
同
法
第
八
条
に
ょ
る
事
務
所
の
設

海

置
及
び
同
法
第
ー
条
に
よ
る
業
務
の
受
託
･
図
書
の
作
成
･
報

比

酬
の
受
領
に
至
る
ま
で
･
賞
し
て
行
政
書
士
個
人
の
資
格
で
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
記

乙

説

行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
道

顫
府
県
の
行
政
書
士
名
簿
に
登
録
し
、
且
つ
、
同
法
第
十
九
条
の

月

規
定
に
よ
る
行
政
書
士
会
に
入
会
し
て
い
る
会
員
で
あ
れ
ば
、

年

そ
の
‐行
政
書
士
が
、
行
政
書
士
業
務
を
行
な
う
こ
と
を
事
業
目

6

的
と
す
る
、
社
団
法
人
及
び
会
社
法
人
等
を
設
立
し
、
そ
の
法

　
　

　

ー

人
が
他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
同
法
第
一
条
に
規
定
す

9 6 5年11月25日
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四
十
総
第
五
十
二
号

昭
和
四
十
年
八
月
十
九
日

北
海
道
知
事

町
村
金
五
籔北

海
道
行
政
書
士
会

会
長

渡

辺

慶

吉

行
政
書
士
が
掲
示
す
る

表
札

･
看
板
等
に
つ
い
て

(お
伺
い
)

標
記
の
件
に
つ
い
て
、
現
在
行
政
書
士
と
し
て
業
務
を
行
な

っ
て
い
る
者
の
中
に
、
特
に
依
顫
者
を
誘
致
す
る
が
如
き
名
称

を
用
い
た
、
形
状
及
び
規
模
に
無
制
限
な
表
札
や
看
板
を
掲
示

し
居
る
者
あ
る
や
に
聞
き
及
び
た
る
た
め
、
会
員
の
指
導
上

と
、
他
の
類
似
書
土
会
等
と
の
関
連
も
あ
り
ま
す
の
で
、
別
記

甲
説
･
乙
説
の
内
、
甲
説
が
正
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
な
お
疑

義
が
あ
り
何
分
の
ご
教
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

別

記

甲

説

行
政
書
士
は
行
政
書
士
法
施
行
規
則
第
一
条
に
規
定
す
る
別

記
轢
式
第
一
｢行
政
書
士
(氏
名
)
事
務
所
｣
に
準
ず
る
表
札

を
必
ず
掲
示
し
、
他
に
紛
わ
し
い
名
称
を
用
い
た
麦
札
又
は
看

板
を
掲
示
し
て
は
な
ら
な
い
。

別

記

乙

説

行
政
書
士
は
各
自
任
意
の
名
弥
又
は
屋
号
を
用
い
た
表
札
や

看
板
を
、
形
状
規
模
に
制
限
な
く
掲
示
し
て
差
し
支
え
な
い
。

第
三
国

実
行
委
員

会

｣

へ

昭
和
四
十
年
九
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
北
海
道
労
農
会
館
に
~

ざ
於
て
、
渡
辺
、
佐
藤
、
藤
山
、
岸
川
の
正
副
会
長
、
森
口
委
員

戸
.長

森
梺

成
沢
、
有
馬
、
今
村
･
後
藤
･
山
木
の
各
委
員
･
‐

　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
　

　
　　　　　
　
　
　
　
　
　
　

審
議
の
結
果
次
の
通
り
決
定

①

知
事
表
彰

六
名

A

②

連
合
会
長
表
彰

一
六
名

⑨

会
長
表
彰

軋｣

役
員
表
彰

★穴
名

赦

会
員
表
彰

一
三
〇
名

僑

支
部
表
彰

五
支
部

沁

2
･
費

せ
い
ご

つ鴻
て

鍋

経
費
予
算
に
つ
い
て
協
議
し
た
o

L

第
三
国

実
行
委

員
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…会
長
、
森
口
委
員
長
、
森
平
、
成
沢
、
有
馬
、
細
井

′今
村
、

-
山
木
の
各
委
員
出
席
し
て

、
ー
、
記
念
式
典
並
び
に
記
念
大
会
の
係
担
当
者
を
次
の
通
り
決

一
定
、

剱
総
務
係
=
佐
藤
、
藤
山
｢
岸
川
、
今
村
、
吉
成

、

受
付
係
=
井
上
、
有
馬
、
細
井
、
佐
々
木
、
山
木
、
長
山
、

- 12 -

中
林

会
場
係
=
藤
山
、
森
平
、
竹
原
、
小
杉
、
橋
本
、
石
本

進
行
係
=
佐
藤
、
今
村
、
藤
井

賞
品
係
=
岸
川
、ノ藤
山
、
森
平
、
息
才

接
待
係
=
横
路
、
関
根
、
喜
多
、
荒
、
灰
原
、
坪
本

記
録
係
=
成
沢
、
後
藤
、
高
島

撮
影
係
卦
藤
山

パ
ー
テ
ィ
ー
幹
事
=
藤
山
、
森
口
、
岸
川
、
森
平
、
横
路
、

成
沢
、
野
尻
、
榎
波

2
、
そ
の
他
細
部
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
後
式
典
会
場
を
下
見

鯲澤
ば
解
韻
比
決
き
為凄
みも
留
守
ち寿
ぎ
三
機
鰹
壁
紙
島畿
畿鞏
希な

ナツミさ-
-.、:.、#′.･

-
.

-
“
-....
′′
."
.で
しい‐ゞ
"
~~
--＼
、r
、ひ
ざ
.%
-~＼

“
れ
戦
か
れ
て
い
る
ハ甥
磁
"の
こ
と
ピ
タ
リ
′
‐と
迄
該
が汝
移跨
れ屏
は

閉
ざ
さ
れ
て
受
〆理
は
お
ろ
か
、
駿
員
の
面
影
だ
に
仰
ぐ
も
得
な

い
事
で
あ
ろ
う
o

搗
て
て
加
え
て
内
閣
各
省
行
政
当
傾
は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に

見
倣

み̂
な
ら
い
)
い
、
｢代
書
屋
の
看
板

〔行
政
書
士
を
指

す
)
の
毎
き
は
文
明
国
の
恥
辱
な
り
｣
と
呼
号
し
、
用
紙
を
印

刷
し
て
地
方
庁
に
配
付
し
、
時
に
は
更
に
進
ん
で
代
書
せ
し
め

る
。
現
時
行
政
書
士
の
業
務
の
振
わ
ざ
る
所
以
も
夜
に
存
し
、

行
政
書
士
諸
君
の
共
通
の
悩
み
も
亦
以
て
是
に
胚
胎
す
る
。

こ
の
秋
に
際
り
特
に
司
法
書
士
諸
公

(専
任
)
に
願
い
た
き

は
一
般
顧
客
か
ら
自
己
の
縄
張
り
に
あ
ら
ざ
る
行
政
事
件
の
委

託
の
あ
っ
た
場
合
は
、
よ
く
法
律
制
度
を
説
明
し
、
行
政
書
士

の
所
へ
行
く
よ
う
指
導
し
て
や
っ
て
賞
い
た
い
こ
と
だ
。
こ
れ

は
司
法
書
士
ノ
調
査
士
制
度
に
所
謂
ご品
位
』
の
保
持
で
あ

り
、
人
格
修
練
の
実
践
で
あ
る
こ
と
を
信
し
て
疑
わ
な
い
。

さ
る
程
に
委
託
を
受
く
れ
ば
、
易
々
諾
々
と
し
て
受
託
し
、

口
を
拭
っ
て
知
ら
蟹
顔
の
半
兵
衛
を
き
め
‐込
ん
で
い
る
御
仁
も

な
い
で
は
な
い
。
司
法
書
士
会
の
副
会
長
と
も
あ
ろ
う
お
偉
い

御
方
が
ー
ー

×

こ
れ
に
関
し
間
山
釧
路
地
方
法
務
局
長
は
過
般
の
会
議
の
席

上
に
於
て

『そ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
報
告
が
あ
れ
ば
断
然
措
置
す

る
』
旨
言
明
さ
れ
た
。

こ
の
種
制
度
の
諸
立
法
が

『品
位
保
持
』
を
枢
軸
と
し
て
制

定
さ
れ
て
い
る
法
意
に
徴
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
は
云
い
な
が

ら
満
腔
の
敬
意
を
表
し
た
い
。　

こ
れ
と
は
反
対
に
、
右
の
‐事
に
つ
い
て
、
帯
広
支
局
長

(前

任
者
)
に
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ

『俺
は
そ
ん
な
所
官
外
の
こ
と
ば
で
き
ぬ
』
ー
ー
と
ば
か
り

一
言
の
下
に
鵜
ね
つ
け
ら
れ
た
。
同
じ
法
務
省
所
官
に
職
を
奉

ず
る
公
務
員
が
人
に
よ
っ
て
斯
く
も
行
政
方
針
が
異
る
も
の

- l3 -

封
叩
位
保
持
』
を
具
体
化
せ
よ
/

一
段
と
人
格
陶
冶

の
要
や
、切
ノ

行
政
書
士
と
請
い
、
あ
る
い
は
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
と
称
す
る
も
、
我
が
郷
土
道
東
の
地
方
で
は
こ
の
三
者
を
同

一
人
が
併
織
せ
る
者
が
殆
ん
ど
と
云
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
身
分
及
び
そ
の
職
域
を
規
制
す
る
制
度
、
即
ち

叢

行
政
書
士
法
、
司
法
書
士
法
、
土
地
家
屋
調
査
士
法
等
の
制
度

会

も
こ
れ
赤
殆
ん
ど
同
一
体
様
の
規
律
を
以
て
制
定
さ
れ
て
い

士

る
。
是
等
三
者
の
立
法
制
度
を
通
し
て
窺
わ
れ
る
こ
と
は
『品

書
一
位
保
持
』
が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
o

籾
て
こ
の
品
位
と
は
何
か
仝

吾
々
会
員
は
日
頃
こ
の
品
位

の
保
持
と
品
性
陶
冶
の
た
め
に
如
何
な
る
心
構
え
を
持
つ
べ
き

行

か
に
つ
い
て
、
私
は
去
る
二
十
五
日
釧
路
市
に
於
い
て
開
催
さ

道

れ
た
釧
路
土
地
家
屋
調
査
士
会
の
定
時
総
会
の
席
上
で
質
問
し

海

た
と
こ
ろ
、
臨
北
調
達
会
長
は

ヒ

『調
査
士
法
の
定
む
る
職
域
を
体
し
、
背
反
の
行
為
な
き
を

‐]

期
待
す
る
法
意
』

釧
路
地
方
法
務
局
間
山
局
長
は

『単
り
調
査
士
法
の
趣
旨
目
的
を
遵
守
す
る
に
停
ま
ら
ず
他
の

法
令
も
遵
守
す
る
は
勿
論
、
社
会
人
と
し
て
高
度
の
人
格
を
涵

養
し
世
道
人
心
よ
り
尊
敬
を
享
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
法
意
』

と
答
え
ら
れ
た
。
要
す
る
に
紳
士
に
な
る
と
云
う
こ
と
で
あ

る
。

)

私
は
、
間
山
局
長
の
答
弁
に
満
腹
の
納
得
を
喫
し
、
更
に
は

号鰍
又
法
務
事
務
官
と
し
て
は
広
い
良
識
の
持
主
で
あ
る
こ
と
に
深

(

く
敬
虔

(け
い
け
ん
)
の
意
を
感
じ
た
。
調
査
士
な
り
司
法
書

士
が
、
他
の
法
令
を
侵
犯
し
、
他
の
職
域
を
掠
奪
し
、
当
該
人

喜

多

章

明

身
を
し
て
、
飢
餓
に
陥
れ
る
に
於
て
は
、
品
位
を
保
持
す
る
人

格
者
と
し
て
、
評
価
す
る
訳
に
は
い
か
ぬ
。

司
法
書
士
、
調
査
士
、
行
政
書
士
と
称
す
る
も
そ
れ
は
法
文

上
の
名
称
で
あ
っ
て
、
世
上
一
般
人
の
通
念
で
は
こ
の
三
者
を

一
括
し
て
｢代
書
屋
さ
ん
｣
と
呼
称
す
る
。
私
は
過
去
二
十
年

間
、
司
法
書
士
、
調
査
士
、
行
政
書
士
の
業
務
を
行
な
っ
た

が
、
そ
の
間
唯
の
一
回
も
司
法
書
士
と
か
調
査
士
と
か
行
政
書

士
と
か
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
な
い
。
何
れ
も

｢代
書
屋
の
叔
父

さ
ん
｣
で
終
始
し
た
。
裁
判
所
の
窓
口
で
も
申
請
者
に
対
し
て

｢代
書
屋
に
持
っ
て
行
っ
て
直
し
て
こ
い
｣
と
云
っ
て
書
類
を

罷
り
渡
し
て
い
る
風
景
も
見
受
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
に
こ
の
社
会

だ
け
が
本
当
の
名
前
を
呼
ん
で
呉
れ
な
い
も
の
か
不
思
議
に
堪

え
な
い
。
だ
が
よ
く
云
え
ば
天
の
砦
戸
以
来
日
本
の
伝
統
を
存

続
す
る
も
の
は
相
撲

(力
士
)
の
社
会
と
代
書
屋
あ
る
の
み
と

思
え
ば
幾
分
気
休
め
に
も
な
ろ
う
o

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
行
政
書
士
、
司
法
書
士
調
査
士
の

内
何
れ
か
一
つ
の
看
板
を
掲
げ
て
居
れ
ば
、
一般
人
は
何
の
区

別
も
な
く
、
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
三
者
の
仕
事
を
一
括
し
持

込
む
。
持
込
叢
れ
て
漁
夫
の
利
を
得
る
の
は
専
門
の
司
法
書
士

諸
公
で
あ
る
が
致
命
的
被
害
を
被
む
る
の
は
行
政
書
士
諸
公
。

司
法
書
士
が
行
政
書
士
の
絹
張
り
に
属
す
る
事
件
を
取
扱
っ
て

も
提
出
先
官
公
庁
で
は
平
気
の
平
座
で
受
理
す
る
が
、
行
政
書

士
が
司
法
書
士
の
縄
張
り
に
一
歩
で
も
踏
み
入
れ
た
場
合
は
ど

う
て
あ
ろ
う
。
提
出
先
は
裁
判
所
、
法
務
局
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
今
の
世
で
さ
え
○
魔

(え
ん
ま
)
庁
と
し
て
一
般
人
か
ら
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第
三
国

業
務
研
修
会
を
終
え
て

(第24号)

当
支
部
主
催
の
第
三
回
業
務
研
修
会
は
七
月
十
一
日
(日
曜
)

午
前
九
時
か
ら
岩
見
沢
市
民
会
館
大
広
間
で
実
施
し
ま
し
た

が
、
こ
の
日
は
生
憎
と
雨
降
り
で
気
づ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
十
一
時
頃
ま
で
に
は
出
席
申
田
老
の
殆
ん
ど
が
揃
っ

て
非
常
に
気
を
よ
く
い
た
し
ま
し
た
。
今
そ
れ
を
振
り
か
え
っ

て
眺
め
て
見
た
い
と
存
じ
ま
す
。

四
月
十
一
日
美
唄
市
後
藤
勲
先
生
宅
で
開
い
た
諮
問
役
員
会

で
は
、
時
期
を
七
月
十
一
日
、
場
所
は
毎
年
同
じ
処
よ
り
は
変

-
-“-“‐“
℃“““-“-““-“‘
“
“･一“′
“-
-
“-“--“tt‐‘‐““′′t"“
℃“
‐‐“‐‘

“
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蝉
.カ

ー
-
。
想
い
見
て
感
慨
転
た
鑑
賞
里ー
ー
。

　

、ノ

『品
位
』
と
は
高
度
の
人
格
者
を
意
味
し
、
『人
格
者
』
と

第

は
人
類
同
胞
共
存
の
た
め
に
同
情
博
愛
の
徳
行
あ
る
仁
士
を
指

称
す
る
。
単
に
自
己
が
分
掌
せ
る
職
域
の
当
該
法
令
に
背
反
せ

ざ
る
の
一
事
を
以
っ
て
、
法
に
所
謂
品
位
保
持
を
完
行
し
た
り

と
は
断
じ
得
ぬ
。
中
で
も
書
士
会
な
り
調
査
士
会
の
役
員
と
し

て
支
配
的
地
位
に
あ
る
方
々
(か
た
が
た
)
は
法
の
期
待
す
る

｢品
位
保
持
行
為
｣
の
具
現
実
践
に
率
先
垂
範
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
筈
で
あ
る
。
然
る
に
私
の
所
属
す
る
釧
路
司
法
書
士
会

や
調
査
士
会
の
役
員
諸
公
の
運
営
方
法
を
概
観
す
る
に
、
ど
う

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会

さ
れ
る
総
会
に
出
席
す
る
者
は
役
員
の
肩
書
を
有
す
る
御
仁
の

士

み
が
十
七
、
八
名
。
こ
れ
も
出
席
す
る
者
は
判
を
押
し
た
よ
う

害
[
に
確
定
し
て
い
る
。
席
上
で
は
名
論
卓
説
を
ぶ
ち
、
就
中
役
員

政

の
選
任
に
は
自
薦
他
薦

(じ
せ
ん
、
た
せ
ん
)
入
り
乱
れ
て
熱

行
=

を淳請い糾お揃撒そ事綾や随い淹帷に蕊を狩る｣祕云

酒
辷

で勃趨べみやげ切に搬焉韻鷲捌ず対り匁胤瑳だ鋭巌嫁

海
~
理
由

(
い
わ
れ
)
な
く
し
て
役
職
を
剥
奪
し
て
顧
み
な
い
、
総

…北

会
が
終
っ
た
な
ら
蜘
蛛

(く
も
)
の
子
が
散
る
よ
う
に
仕
事
は

会
長
に
放
り
つ
け
て
惜
然
と
し
て
対
岸
の
火
事
を
観
る
が
如
ー

最
高
の
責
任
者
た
る
会
長
は
如
何
?

会
長
の
手
許
か
ら
三
キ

ロ
も
離
れ
た
所
に
会
の
事
務
局
を
置
き
、
ボ
ッ
ネ
ン
と
女
性
事

務
員
唯
一
人
常
勤
せ
し
め
て
い
る
。

日

.
会
長
の
手
許
に
常
侍
せ
し
め
て
臨
機
指
令
を
下
し
て
手
足
の

25

如
く
働
か
し
て
こ
そ
専
従
職
員
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
せ
ら

旧
れ
･
会
長
の
運
営
方
針
も
達
成
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
o
こ
ん
な

5

事
を
過
去
多
年
に
亘
り
平
気
で
見
過
せ
る
他
の
役
員
も
役
員
、

9 6

会
長
も
会
長
。
だ
是
れ
即
ち
品
位
に
欠
け
る
誠
意
な
き
行
為
と

ー

し
て
苦
一テ
ロ
亀を
呈
す
る
第
二
｣点
で
あ
る
。
自
分
の
金
一で
そ尾
つ
て
い

9 6 5 年1l月25日北 海 道 行 政 書 士 会 報

M球
E
処
理
消
化
し
得
る
も
の
は
稀
と
云
う
べ
き
で
あ
る
◇
加

る
に
科
学
技
術
の
発
達
に
伴
い
法
律
規
則
は
増
加
し
一
般
国
民

は
法
律
規
則
の
波
状
攻
撃
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
た
社
会
現
象

で
あ
る
。
日
本
人
ほ
ど
法
律
の
好
き
な
国
民
は
珍
ら
し
い
と
云

わ
れ
て
お
る
。
昔
、
中
国
の
要
人
が
視
察
に
き
た
と
き
車
窓
よ

り
山
陽
の
山
野
を
眺
め
て
曰
く

｢耕
鋤
山
獄
に
及
び
そ
の
国
土

の
貧
弱
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
｣
又
法
律
の
余
り
に
多
い
こ
と

に
驚
き
｢法
匪
集
国
の
国
で
法
律
で
縛
ら
な
け
れ
ば
生
活
で
き

な
い
国
民
で
あ
る
｣
と
侮
蔑
し
看
破
し
た
こ
と
を
史
実
が
示
し

て
い
る
。

正
に
日
本
は
国
会
の
た
び
ご
と
に
百
件
以
上
に
及
ぶ
法
律
が

生
ま
れ
、
す
で
に
施
行
さ
れ
て
お
る
法
律
だ
け
で
も
壱
千
六
百

件
も
あ
る
と
云
う
か
ら
西
欧
先
進
国
の
三
倍
以
上
の
法
治
国
で

あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
社
会
秩
序
の
維
持
が
で
き
な
い
と
せ

ば
実
に
情
け
な
い
国
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
だ
け
沢
山

の
法
律
に
埋
ま
っ
て
生
活
し
て
お
る
日
本
人
は
、
然
ら
ば
遵
法

精
神
は
旺
盛
か
と
云
う
と
決
し
て
自
慢
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
中
国
要
人
の
看
破
は
み
ご
と
的
中
と
申
す
べ
く
、
日
本
人

支
部
だ
よ
り

会
長
以
下
副
会
長
、
理
事
何
々
部
長
等
、
役
員
の
数
は
実
に

多
い
。
然
し
な
が
ら
唯
単
に
空
名
を
擁
し
名
刺
上
の
役
員
で
あ

る
な
ら
ば
概
ね
こ
れ
を
廃
止
し
、
副
会
長
、
理
事
、
部
長
等
は

各
一
名
宛
、
会
長
の
手
許
か
ら
選
任
し
、
地
方
に
は
支
部
長
だ

け
に
停
め
、
少
数
精
鋭
主
議
を
執
り
機
動
的
に
運
営
し
て
欲
し

い
。
無
用
の
役
員
を
並
べ
て
経
営
の
増
嵩
を
促
進
す
る
こ
と
は

以
て
の
外
ー
ー
。

会
費
を
千
円
に
、
入
会
金
を
二
万
円
に
値
上
げ
す
る
こ
と
を

目
論
ん
で
い
る
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は
穏
か
な
ら
ぬ
事
柄
で
あ

る
。
書
士
会
の
会
費
は
国
税
徴
収
法
と
云
え
ど
も
こ
れ
に
及
ぶ

ま
い
。
国
税
は
滞
納
し
て
も
職
を
奪
う
こ
と
は
な
い
が
会
費
は

六
カ
月
以
上
滞
納
し
た
ら
看
栃
を
外
し
職
を
奪
わ
れ
る
。
見
方

に
よ
っ
て
は
書
士
の
虐
殺
法
と
も
云
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
こ
れ

が
値
上
げ
に
つ
い
て
は
慎
重
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は

十
勝
支
部
管
内
五
十
余
名
の
行
政
書
士
、
司
法
書
士
、
調
査
士

諸
氏
の
営
業
所
を
悉
く
観
察
し
た
が
、
そ
の
業
績
の
格
差
は
全

く
驚
く
外
は
な
い
。
十
数
名
の
従
業
員
を
置
き
、
自
動
車
を
飛

ば
す
企
業
家
も
あ
る
反
面
、
七
十
五
才
の
老
令
で
自
転
車
一
台

も
持
た
ず
、
一
本
の
電
話
も
備
え
ず
ヨ
タ
ヨ
タ
と
筆
を
運
ぶ
仁

も
あ
っ
た
。
同
行
し
た
十
勝
支
庁
の
係
員
も
｢何
ん
と
も
:
:
:

お
気
の
毒
で
:
心
と
云
っ
て
用
件
を
告
げ
ず
し
て
引
揚
げ
た
。

釧
路
書
土
会
の
役
員
諸
公
は
斯
う
し
た
会
員
の
存
在
す
る
こ
と

を
ご
存
じ
か
?

真
の
身
續
風
に
帆
を
揚
げ
、
富
貴
に
位
置
す

る
か
ら
と
云
っ
て
、
他
の
会
員
も
同
様
に
律
し
て
な
ら
な
い
。

会
費
は
あ
れ
も
こ
れ
も
一
括
し
て
割
勘
で
あ
る
。
こ
の
制
度
に

“期

待

さ

れ

る

行

政

書

士
“

会
員
各
位
の
絶
大
な
る
協
力
と
団
結
の
結
果
北
海
道
行
政
書

士
会
は
益
々
発
展
の
一
途
を
辿
り
去
る
十
月
法
制
定
十
五
周
年

の
祝
せ臭
〃を
藍
會̂
澤
膳
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
"濁
…に
感
激
に
腱

を
該
君
舟
盛
会
資
格
莚
寵
療
軋
妻
雑
多
瑛
な
墓
鶚
に
請
お
鯖
歩
視、

　
　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　　
　
　
　　　
　　
　
　

と
し
て
大
い
に
反
省
Nの
一表
あ
り
と
思
う
。

誤
っ
て
、
わ
れ
ら
行
政
書
士
の
業
務
は
こ
れ
ら
沢
山
の
法
律

に
基
づ
く
権
利
義
務
に
関
す
る
手
続
、
書
類
の
作
成
が
主
た
る

業
務
で
あ
り
、
次
々
施
行
さ
れ
る
法
律
を
完
全
に
消
化
す
る
た

め
に
は
一
生
の
間
行
政
書
士
の
卒
業
は
あ
り
得
な
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。

会
員
各
位
は
万
能
選
手
に
な
ら
な
く
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
応
じ
精
進
研
さ
ん
に
努
め
、
委
託
者
の
期
待
に
応
え

る
様
努
力
し
て
こ
そ
業
務
の
安
泰
を
期
す
る
所
以
で
は
あ
る
ま

い
か
。
期
待
さ
れ
る
行
政
書
士
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
務
に
従
事
す

る
人
の
如
何
を
問
わ
ず
、
人
格
を
陶
冶
し
、
期
待
さ
れ
る
人
間

像
の
完
成
に
あ
る
と
は
我
ら
の
信
条
で
あ
り
、
理
想
で
あ
る
。

看
板
を
掲
げ
て
業
務
を
続
け
て
い
る
我
ら
個
人
は
勿
論
の
こ

と
、
本
会
と
し
て
も
又
支
部
と
し
て
も
重
要
度
の
高
い
一
般
的

な
も
の
よ
り
研
修
を
始
め
、
そ
の
手
続
及
び
運
営
に
関
し
て
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
て
期
待
さ
れ
る
行
政
書
士
た
る
よ
う
念
願
し

て
い
る
。
各
位
の
健
闘
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
賢
明
な
る

各
位
の
ご
批
判
を
乞
う
。

も
無
理
が
あ
る
。
‘平
均
額
は
最
低
線
に
停
め
、
強
い
て
増
徴
の

必
要
が
あ
る
場
合
は
税
務
署
の
所
得
決
定
額
に
応
じ
て
賦
課
す

る
等
美
処
す
る
よ
う
配
慮
が
望
ま
し
い
。
会
員
に
対
す
る
側
隠

の
情
を
欲
し
、
品
位
保
持
の
た
め
に
呈
す
を
苦
言
の
第
二
点
で

あ
る
。

制
度
上
書
士
会
は
単
位
会
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
態
的
に
は

日
司
運
の
支
部
に
過
ぎ
な
い
。
業
務
執
行
上
の
通
達
は
悉
く
本

部
の
日
支
連
で
印
別
し
て
地
方
会
に
流
す
。
地
方
会
は
こ
れ
を

取
次
ぎ
各
会
員
に
郵
送
す
る
。
地
方
会
が
独
自
で
計
画
実
施
す

る
も
の
は
皆
無
と
は
云
わ
な
い
ま
で
も
極
め
て
少
い
。
従
っ
て

経
費
の
需
用
は
、
通
信
費
と
本
部

(日
司
達
)
に
対
す
る
納
金

と
人
件
費
等
が
枢
軸
と
さ
れ
、
他
は
絶
対
的
に
必
要
性
を
持
つ

も
の
で
も
な
か
ろ
う
。
潤
沢
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
ー
ー

経
費
の
運
用
を
巧
〈
や
れ
ば
充
分
や
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

然
る
に
経
費
が
足
ら
ん
足
ら
ん
と
云
う
の
は
ど
う
し
た
こ
と

か
。
是
れ
即
ち
役
員
諸
公
の
誠
意
と
品
位
保
持
の
た
め
に
呈
す

る
苦
言
の
第
三
点
で
あ
る
。
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本
紙
は
行
政
書
士
会
の
機
関
紙
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
読
ま
れ

る
人
は
単
に
行
政
書
士
の
み
な
ら
ず
、
司
法
書
士
、
調
査
士
の

八
、
九
分
迄
は
読
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

『品
位
保
持
』
の
事

柄
は
是
又
単
り
行
政
書
士
の
み
の
問
題
で
な
く
、
三
者
一
体
社

会
人
と
し
て
共
通
の
事
柄
で
あ
る
の
で
、
以
上
感
懐
の
一
端
を

披
瀝
し
た
次
第
で
あ
る
。

(筆
者
は
十
勝
支
部
長
)

空
知
支
部
長

今

村

竜

太

郎

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
的
な
便
宜
さ
も
あ
り
、
又
気
分
的
に

も
新
鮮
味
を
も
ち
且
つ
又
未
知
の
地
を
知
る
好
奇
心
を
も
伴
っ

て
参
会
者
も
多
か
ろ
う
と
の
見
解
か
ら
候
補
地
を
、
夕
張
、
美

唄
、
砂
川
、
滝
川
、
い
っ
そ
の
こ
と
当
管
内
最
北
端
天
塩
山
麓

の
人
工
湖
水
で
は
日
本
一
の
称
あ
る
幌
加
内
町
朱
鞠
内
湖
等
が

話
題
に
上
り
ま
し
た
が
朱
鞠
内
湖
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
岩
見
沢

市
で
、
又
研
修
課
目
は
戸
籍
、
農
地
、
風
俗
営
業
等
に
関
連
の

も
の
と
し
場
所
の
選
定
や
講
帥
の
依
頼
や
テ
キ
ス
ト
の
作
成
等

常
任
理
事

成

沢

梅

次

郎

ら
精
進
さ
れ
て
居
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
御
喜
こ
び
申
し
上
げ

ま
す
。

【
支
部
長
ノ
任
と
豪
菱
ノ
沃
と
こ
に
実
施
が
虜
建
い
た
鍔
甕
沸
き

た
。交
す
、
会
場
第
そ
候
補
地
の
朱
鞠
内
湖
畔
青
空
に
焦
点
を
お

き
交
通
を
調
べ
ま
し
た
が
、
鉄
路
に
よ
る
こ
と
は
非
常
に
不
便

な
の
で
貸
切
バ
ス
を
鉄
道
に
交
渉
し
た
が
研
修
時
間
を
四
時
間

と
す
る
に
は
二
日
の
日
程
を
要
し
そ
の
費
用
は
バ
ス
料
金
四
万

円

(従
業
員
宿
泊
料
は
別
)
と
の
こ
と
で
経
費
の
面
で
高
嶺
の

花
。
朱
鞠
内
湖
見
学
の
好
チ
ャ
ン
ス
は
お
流
れ
、
岩
見
沢
市
と

決
定
し
て
諸
般
の
手
筈
も
順
調
に
進
み
い
よ
い
よ
そ
の
当
日
を

迎
え
ま
し
た
折
あ
し
く
朝
か
ら
の
雨
で
出
足
を
に
ぶ
ら
せ
ま
し

た
が
、
道
本
部
か
ら
渡
辺
会
長
、
藤
山
副
会
長
の
両
先
生
の
御

臨
席
を
願
っ
て
定
時
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
講

外
国
人
の
帰
化
手
続
及
び
質
疑
応
答

講
師

法
務
局
岩
見
沢
支
局
長

田
中
康
司
先
生

第
二
話

風
俗
営
業
そ
の
他
及
び
質
疑
応
答

講
師

岩
見
沢
警
察
署
警
部
刑
事
課
長
宮

田

先

生

係
長

小

和

先

生

軽
昼
食
及
び
記
念
写
真
撮
影

第
三
講

農
地
法
諸
申
請
手
続
及
び
質
疑
応
答

講
師

室
蘭
支
庁
農
地

係
長

中

井

先

生

係

佐

藤

先

生

第
四
話

農
地
法
と
建
築
基
準
法
及
び
質
疑
応
答

講
師

空
知
支
庁
建
築

係
長

高

間

先

生

受
講
者
代
表
長
沼
町
中
野
敷
粥
先
生
の
謝
辞
を
終
え
バ
ー
テ

ー
式
の
懇
親
会
に
移
り
、
大
い
に
親
睦
を
篤
う
し
午
後
五
時
解

散
致
し
ま
し
た
。

受
講
時
間
は
一
課
目
平
均
一
時
間
半
で
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
堂
々
た
る
講
師
陣
で
多
数
の
受
講
者
を
得
て
非
常
に

有
意
義
だ
っ
た
と
自
惚
れ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
御
担
当

下
さ
い
ま
し
た
講
師
先
生
に
は
尊
い
休
養
日
を
五口
々
の
た
め
に

　
　

　

御
出
講
い
た
だ
き
会
員
と
共
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
の
様
な
催
し
事
に
で
も
出
席
す
る
こ
と
は
図
ら
ざ
る
障
害

群
舞群
撻纜
…や麿
轉
聴講竇
礬
鞭
撻
霊



"

根

室

支

部

" " " "

十

勝

支

部

日

高

支

部

室

蘭

支

部

･
" "

網

走

支

部

"

空

知

支

部

*
離
淹判
事
或
瀞郡

ご
偲
川
支
部

小

億

支

部

一
"

-
"

-

函

館

支

部

一
"

札

幌

支

部

支

部

名

田

中

隆

義

富

樫

正

神

今

井

赳

夫

宮

沢

左

一

佐
々

木

貞

助

三

浦

純

一

山

田

精

一

金

田

該

松

岡

正

伊

藤

庄

寿

岩

田

信

義

相

馬

広

小

林

金
太
郎

竹

内

茂

一

河

内

俊

雄

-‘=〆て
~
≠
ぷ

一缶
モ

モ

コ

如

溝

誠

治
【

横

田

輝

義

野

村

美

一

渡

辺

顕

要

須

藤

勝

美

沢

田

春

治

樋

口

省

福

井

勝

一
郎

猪

口

伊
久
馬

氏

名

"

字
桂
木

根
室
市
字
光
和
町

帯
広
市
西
3
南
中

芽
室
町
東
4
の
2

東
2
南
知

帯
広
市
西
4
北
ー

上
士
幌
町
東
3

新
冠
町
字
新
冠

室
蘭
市
海
岸
町

斜
里
町
本
町

北
見
市
幸
町

津
別
町
幸
町

旭
川
市
川
端
町

深
川
市
宅
遼
莱
町

旭
川
市
5
の
1

‐導
出
蓋
‐
語
法議
す
事
諭
泳
雑
事
串
蒲

朴母
酷
薄
幸
運
誌
球

三
潴
誰
鬱
審ト養
護

ね-…リ
ミ

-
1
鷲峯
並

弾
掾

瓱
難
=
一≦

、

l
竪
"

"
を
詰

!で
き
-"
ゞ
.

神
楽
町
南
…!
の
5

-

旭
川
市
川
端
町

神
楽
町
南
!
の
3

小
樽
市
錦
町

函
館
市
川
原
町

大
野
町
字
本
部

長
万
部
町
字
静
狩

北
節
東
ー

札
幌
市
北
料
西
崎

住

所

"

9

月

入

" "

10

月

入

" "

9

月

入

10

月

入

" " "

閃

月

入

9

月

入
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"

m

月

入

9

月

入

---
---¥＼.
ノ
^

9

月

入
･

"

10

月

入

9

月

入

"

-

m

月

入

入
会
年
月



(第“号)

◇

退

会

十
勝
支
部

千
葉
寅
次
郎

◇

休

業

旭
川
支
部

白
川

茂
害

◇

事
務
所
変
更

札
幌
支
部

酒

井

勇

三

旭
川
支
部

松

村

友

吉

函
館
支
部

飯

田

富

雄

網
走
支
部

松

田

友

弥

掲
示
板

◇

行

石
狩
支
庁

政

書

士
の

40
年
23
旦滲
〉
曽
根

"

符
号

猪
村

"

第
号
◇
瀧
下

"

第
号

松
永

　

　
　　　
　
　

"

盤
号

安
田

"

符
号
○
牧
野

“

鋤
号
の
松
浦

音
更
町
字
下
音
更

旭
川
市
6
の
符

(新
)札
幌
市
北
=
東
ー

(新
)旭
川
市
川
端
町
4
の
8

(新
)七
飯
町
字
本
町
4
2
4

(新
)千
歳
市
栄
町
4
の
月

の

登

録
札
幌
市
川
沿
町

"

月
寒
2
の
7

江
別
市
元
野
幌

札
幌
市
平
岸
6
の
4

〃

北
ー
西
第

"

南
8
西
3

〃

定
山
渓

石
狩
町
字
親
船
町

廃
業

転
職

道
新
社
会
部
v
夕
“
ム
ズ
取
材
部
に
依
頼

　
　

日
行
達
清
丸
会
長
の
来
道
に
つ
い
て

上
京
中
の
藤
山
副
会
長
よ
り
の
連
絡
に
よ
り
、

　
　
　
　
　　　
　
　
　

10
月
=
日

来
賓
の
出
席
を
確
認

"

乾
日

大
会
･
佐
々
木
貞
助
、
宮
沢
左
一
、
今
井
赳
夫

喜
多
十
勝
支
部
長
が
来
所
、
入
会
の
手
続
を
さ
れ

た　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
会
役
員

(渡
辺
、
藤
山
、
佐
藤
、
横

夕
!
ミ
ナ
ル
に
迎
え
る

"

13
日

行
政
書
土
法
制
定
十
五
周
鯆
譲
錢
能
輔

佐
藤
、
横
路
)
バ
ス 清

定
十
五
周
年
記
念
品
を
贈
呈
し
、
違
反
防
止
そ
の

他
に
つ
い
て
懇
談
協
力
を
要
請
す

添
付
書
類
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
疑
義
照
会

◎
農
地
方
に
よ
る
許
可
申
請
書
に
添
付
を
要
す
る
不

動
産
登
記
簿
謄
抄
本
の
交
付
申
請
を
行
政
書
士
が

行
な
う
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
札
幌
法
務
局
長
宛

照
会
す

〃

四
日

休
業
･
白
川
茂
喜

(旭
川
)

“

第
日

小
樟
支
部
研
修
会

渡
辺
、
藤
山
正
副
会
長
出
席

行
政
書
士
の
法
人
企
業
、
掲
示
表
札
等
に
つ
い
て

の
疑
義
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
道
総
務
部
長
よ
り
の
回
答
受
理

"

25
日

入
会
･須
藤
勝
己
(函
館
)
松
岡
正
(室
蘭
)

行
政
書
士
制
度
に
つ
い
て
懇
譲

り
}
渡
辺
、
藤
山
正
副
会
長
は
道
宅
地
課
、
石
狩
支
庁

総
務
課
、
札
幌
市
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
、
行
政

書
士
制
度
に
つ
い
て
懇
談
し
協
力
を
要
請
し
た
。

“

"
日

入
会
･小
林
金
太
郎
(旭
川
)福
井
勝
一郎
(札
幌
)

実
行
委
員
会
開
催
通
知

　
　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　

に

重

の

送

- 18 -

("

道
庁
並
び
に
連
合
会
宛
右
写
し
を
発
送
し
、
特
に

連
合
会
に
は
行
政
管
理
委
員
会
に
対
す
る
善
処
方

を
要
望
。

目

会

丁

士

ー

泌

ぢ

礬
踞
難

所

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　 　　

発

市

道

L

口

日

鵬
海

E

替

　

　

　

　

噺
目
番

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

札幌市菊水西町2丁目

鋤
号
し

浦

盛
次

石
襲
町
字

船
町

釧
号

霜
村

久
治

札
幌
市
琴
似
町
八
軒

笠
号
!
浅
田

正
明

"

真
駒
内
、

康一 正清光
尾已清敏重義義

笠
号
!
浅
田

正
明

鞘
号

山
本

正
一

斜
号

中
野

豊
治

北 海 道 行 政 書 士 会 報9 6 5年= 月25日

"

鍋
号

畑

喜
男

"

節
号

丹
野
喜
三
郎

渡
島
支
部

40
年
3
号

沢
野
ク
ニ
エ

空
知
支
部

“

4
号

斎
藤

栄
吉

山

上
川
支
部

〃

5
号
偽
野
村

美
一

〃

6
号
鳶ニ
ニ
井

隆
信

た

網
走
支
部

40
年
ー
号

大
野

忠
男

胆
振
支
部

"

3
号
o
百
鳥

三
平

"

4
号

青
木

貞
雄

日
商
支
部

〃

3
旦も
金
田

誠

十
勝
支
部

“

9
号

山
田

精
一

◇
-
行
お政
書
士
の
登
録
の
ま
つ
消
…

南
ー
東
3

北
第
西
5

"

白
石
本
通

南
4
西
膣

函
館
市
青
柳
町

岩
見
沢
市
美
園
町

神
楽
町
字
西
神
楽

"

字
神
楽
町

北
見
市
番
場
町

伊
達
町
字
元
町

室
蘭
市
日
の
出
町

新
冠
町
字
新
冠

上
士
幌
町
字
上
士
幌

北
海
道
自
治
会
館
五
階
広
間
に
於
て
、
金
道
よ
り

多
数
の
会
員
参
加
し
、
午
前
は
記
念
大
会
、
午
後

は
記
念
式
典
を
挙
行
し
た

大
会
は
、
午
前
十
一
時
よ
り
道
地
方
課
小
野
主

事
、
日
行
速
清
丸
会
長
の
臨
席
を
得
て
、
宣
言
朗

読
の
後
、
行
政
書
士
並
び
に
行
政
書
士
会
関
係
の

諸
問
題
に
つ
の
て
質
疑
討
議
に
封
書
-を
傾
け
、
決

議
文
を
採
択
し
て
終
る
。

式
典
は
、
午
後
二
時
半
よ
り
厳
か
に
進
め
ら
れ
、

多
数
の
表
彰
受
賞
者
に
対
し
全
員
拍
手
を
以
て
祝

福
し
、
来
賓
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
知
事
代
理
殿

の
音
頭
で
万
才
を
三
唱
し
、
午
後
五
時
過
ぎ
盛
会

裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

式
後
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
る

確
厩
M
琵
I
証
急
行
載
の
事
後
処
理
橋
着
鷺可
"

〃

悔
日

入
会
･
猪
口
伊
久
馬
(札
幌
)
岩
田
信
義
(網
走
)

伊
藤
庄
寿
(網
走
)

“

19
日

入
会
･
沢
田
春
治

(函
館
)

行
政
書
士
制
度
P
R
の
た
め
手
稲
町
役
場
訪
問

蓑
輪
町
長


